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浅
井
了
意
筆

『
難
波
物
語
』等
に
つ
い
て

石
川

透

一
、
は
じ
め
に

-1-

仮
名
草
子
最
大
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
浅
井
了
意
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
物
像
に
は

ま
だ
謎
が
多
く
存
在
し
、
没
年
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
年
）
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
生
年
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
そ
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
北
条
秀
雄
氏
『
改
訂
増
補
浅
井
了
意
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
年
）
に
、
「
確
実
に
了
意
の
作
と
認
め
う
る

も
の
」
「
大
体
了
意
の
作
と
認
め
う
る
も
の
」
「
真
偽
未
決
の
も
の
」
等
が
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
作
の
全
て
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
了
意
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
北
条
氏
以
降
も
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
了
意
の
著
作
と
し
て
可
能
性
が
高
い
作
品
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
そ
の
了
意
の
著
作
と
し
て
認
め
う
る
も
の
の
う
ち
、
十
四
点
に
つ
い
て
は
、
了
意
自
身
が
版
本
の
版
下
の
執
筆
を
行
っ
て
い
る
(242) 

こ
と
が
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
補
わ
れ
て
き
た
。
日
本
の
印
刷
文
化
は
、
奈
良
時
代
の
百
万
塔
陀
羅
尼
以
来
連
綿
と
続
い
て
い
る
が
、
今



日
い
う
文
学
作
品
が
印
刷
さ
れ
始
め
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た

仮
名
草
子
は
、
多
く
が
印
刷
本
（
版
本
、
刊
本
）
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
印
刷
本
を

製
作
す
る
時
に
は
、
作
品
の
作
者
以
外
の
、
字
の
う
ま
い
筆
者
（
筆
工
）
が
清
書
し
た
も
の
を
版
下
に
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、

印
刷
本
の
製
作
者
か
ら
い
え
ば
、
版
下
を
作
品
の
作
者
自
身
が
製
作
し
て
く
れ
れ
ば
、
よ
り
都
合
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
江

戸
時
代
前
期
の
作
品
群
の
中
に
は
、
北
村
季
吟
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
作
者
自
身
が
版
下
を
執
筆
し
て
い
る
例
も
存
在
す
る
。

浅
井
了
意
は
、
字
の
う
ま
い
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
よ
う
な
自
分
の
作
品
の
版
下
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
了
意
の
自
筆
版
下
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
自
筆
と
い
う
こ
と
自
体
を
疑
う
む
き
も
あ
る
が
、
拙
稿
「
浅
井
了
意
筆
奈
良
絵

本
・
絵
巻
の
存
在
」
（
「
中
世
文
学
」
第
四
七
号
、
二O
O

二
年
六
月
）
、
「
浅
井
了
意
自
筆
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
近
世
文
豪
』
第
七
六
号
、

二
O
O

二
年
七
月
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
了
意
の
筆
跡
を
残
し
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
版
下
を
裏
返
し
て

板
に
貼
り
、
そ
の
墨
の
部
分
を
残
し
て
彫
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
彫
り
師
の
技
術
の
高
さ
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
実
は
、
私
は
奈
良
絵
本

や
絵
巻
物
等
の
写
本
の
筆
跡
を
研
究
し
て
い
た
が
、
先
入
観
と
し
て
、
一
度
彫
り
師
に
任
せ
た
印
刷
本
は
、
筆
跡
鑑
定
に
は
使
え
な
い
と
考

え
て
い
た
。
し
か
し
、
浅
井
了
意
や
北
村
季
吟
等
の
自
筆
版
下
の
印
刷
本
を
、
本
人
の
自
筆
資
料
と
比
較
す
る
限
り
、
印
刷
本
は
き
わ
め
て

忠
実
に
そ
の
筆
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
先
入
観
は
、
他
に
も
あ
る
。
昭
和
初
め
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
複
製
本
に
つ
い
て
は
、
複
製
本
を
公
刊
し
た
時
に
、

相
当
に
文
字
そ
の
も
の
を
修
正
し
て
い
る
の
で
、
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
何
人
も
の
先
学
か
ら
教
え
ら
れ
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
事
実
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
れ
で
は
と
う
て
い
筆
跡
鑑
定
に
使
え
な
い
と
考
え
、
そ
れ
ら
昭
和
初
期
以
前
の
複
製

本
を
あ
ま
り
熱
心
に
参
観
せ
ず
に
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
記
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
複
製
本
も
十
分
に
使
用
で
き
る
も
の
が
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あ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
『
難
波
物
語
』
と
い
う
仮
名
草
子
作
品
の
複
製
本
を
糸
口
に
、
こ
れ
が
浅
井
了
意
の
版
下
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
奈
良
絵
本
に
は
、
ま
だ
浅
井
了
意
筆
の
可
能
性
が
あ
る
作
品
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
い
と
思
う
。

一
一
、
『
難
波
物
語
」の
版
下
筆
者

『
難
波
物
語
』
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
遊
女
評
判
記
の
鴫
矢
と
さ
れ
る
仮
名
草
子
で
あ
る
。
作
者
は
不
明
で

あ
る
。
「
図
書
総
目
録
」
等
の
索
引
類
に
は
、
原
本
の
所
在
を
示
す
記
述
は
な
い
。
昭
和
七
年
に
、
稀
書
複
製
会
第
七
期
第
二
回
配
本
と
し

て
、
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
難
波
物
語
」
の
明
暦
元
年
刊
本
が
、
二
O
O

二
年
五
月
の
大
阪
古
典
会
に
よ
る
古
典
籍
の
展
観
に
出
品
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
、

当
日
私
は
、
や
む
を
得
ぬ
事
情
に
よ
り
、
展
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
事
前
に
配
布
さ
れ
た
展
観
図
録
で
あ
る
「
創
立
百
周
年

記
念

古
典
籍
善
本
展
観
図
録

難
波
津
』
（
大
阪
古
典
会
、
二O
O

二
年
五
月
）
に
は
、
本
書
の
一
葉
が
鮮
明
に
写
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
葉
の
写
真
は
、
浅
井
了
意
の
筆
跡
に
極
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
複
製
で
あ
る
稀
書
複
製
会
本
を
取
り
寄
せ
て
み

る
と
、

一
冊
本
の
短
い
作
品
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
て
の
字
に
お
い
て
明
ら
か
に
了
意
の
筆
跡
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
門
」
と
い
う
字

の
左
上
の
横
棒
や
縦
線
の
曲
が
り
方
、
「
人
」
の
字
の
右
下
へ
の
の
ば
し
方
、
「
也
」
の
字
の
真
ん
中
の
縦
榛
の
突
き
抜
け
方
等
、
了
意
の
字

の
特
徴
を
全
て
満
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
平
仮
名
の
癖
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
本
論
末
尾
に
、
稀
書
複
製
会
の
「
難

波
物
語
」
の
一
部
を
掲
載
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
や
は
り
後
掲
の
浅
井
了
意
筆
『
源
平
盛
衰
記
』
や
、
前
掲
拙
稿
等
の
図
版
と
比
較
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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そ
し
て
、
念
の
た
め
に
、
展
観
図
録
の
一
葉
と
稀
書
複
製
会
の
該
当
箇
所
と
を
較
べ
て
み
る
と
、
虫
食
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
あ
る
も
の

の
、
基
本
的
に
全
く
同
じ
印
面
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
複
製
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
忠
実
に
明
暦
元
年
の
『
難
波
物
語
』
を
複
製

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。

『
難
波
物
語
」
が
了
意
の
版
下
で
あ
る
こ
と
に
な
る
と
、
「
難
波
物
語
」
は
、
了
意
の
自
筆
版
下
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
版
下
を
写
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
了
意
が
『
難
波
物
語
』
の
内
容
を
記
し
た
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
了
意
の
自
筆
版
下
の
十
四
点
は
、
全
て
了
意
が
内
容
を
も
記
し
た
、
了
意
作
の
可
能
性

が
高
い
作
品
群
で
あ
っ
た
。
版
本
に
つ
い
て
は
、
了
意
の
筆
跡
は
、
了
意
自
ら
の
作
品
と
思
わ
れ
る
も
の
に
し
か
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

一一、

『
難
波
物
語
』
の
作
者

そ
こ
で
、
『
難
波
物
語
』
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
既
に
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）

「
江
戸
名
所
記
」
の
項
（
市
古
夏
生
氏
執
筆
）
等
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
は
、
了
意
自
筆
版
下
で
あ
り
、
了
意

作
で
あ
る
『
江
戸
名
所
記
』
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
江
戸
名
所
記
』
は
、
「
難
波
物
語
』
の
刊
行
か
ら
遅
れ

る
こ
と
七
年
の
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
、
江
戸
の
地
誌
で
あ
る
。
た
だ
し
、
成
立
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）
頃

と
す
る
意
見
が
あ
る
。

そ
の
類
似
箇
所
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
最
初
に
「
難
波
物
語
』
を
掲
出
し
、
続
い
て
『
江
戸
名
所
記
』
を
掲
げ
る
。

(239) -4 一
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『
難
波
物
語
』
（
稀
書
複
製
会
本
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
）

我
ゆ
く
う
ち
は
、
人
を
し
か
ら
ず
。
わ
が
え
ゆ
か
ね
ば
、
人
を
そ
し
る
。
こ
れ
、
利
は
つ
に
て
そ
し
る
に
は
あ
ら
ず
。
ほ
う
か
い
り
ん

き
と
い
ふ
も
の
な
り
。

『
江
戸
名
所
記
』
（
巻
七
。
近
世
文
学
資
料
類
従
本
に
よ
る
。
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
）

そ
の
う
へ
ま
た
、
此
道
を
、
も
し
あ
そ
ぶ
を
叱
り
そ
し
る
は
、
わ
か
身
の
え
ぬ
故
な
り
。
こ
れ
、
利
は
つ
に
て
そ
し
る
に
は
あ
ら
ず
。

只
法
界
情
姫
と
い
ふ
も
の
也
。

「
難
波
物
語
』
と
『
江
戸
名
所
記
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
類
似
箇
所
が
散
見
す
る
。
明
ら
か
に
両
者
は
関
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
成
立

の
時
代
か
ら
す
る
と
、
『
江
戸
名
所
記
』
が
『
難
波
物
語
』
を
利
用
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
江
戸
名
所
記
』
に
は
、
他
の
作
品
と
類
似
し
た
箇
所
が
い
く
つ
か
存
在
し
、
そ
の
一
つ
が
こ
の
「
難
波
物
語
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
も
、
前
掲
市
古
氏
は
、
『
東
海
道
名
所
記
』
や
、
『
か
な
め
石
』
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
作
品
は
、
了
意
の
自
筆
版
下
が
存
在

す
る
よ
う
に
、
内
容
も
了
意
の
作
で
あ
る
。
だ
い
た
い
、
了
意
の
作
品
に
は
、
自
身
の
作
品
の
流
用
や
利
用
が
散
見
し
て
い
る
。
今
日
の
よ

う
な
著
作
権
が
な
い
以
上
、
他
人
の
作
品
を
流
用
す
る
こ
と
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
、
一
番
利
用
し
や
す
い
の
は

自
分
自
身
の
作
品
で
あ
る
D

と
な
る
と
、
『
江
戸
名
所
記
』
に
流
用
さ
れ
て
い
る
『
難
波
物
語
』
は
、
了
意
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
了
意
の
筆
跡
を
有
す
る
版
本
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
だ
け
が
別
人
の
作
品
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
変
な
話
で
あ

る
。
や
は
り
、
素
直
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
難
波
物
語
』
も
、
了
意
自
身
の
作
品
で
あ
り
、
自
筆
版
下
の
一
つ
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ

-5 一(238) 



ろ
、
っ
。

実
は
、
こ
の
「
難
波
物
語
』
の
内
容
の
検
討
か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
類
似
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
難
波
物
語
」
が
了
意
の
作
で
は
な

い
か
と
さ
れ
た
研
究
者
が
い
る
。
そ
れ
は
、
北
条
秀
雄
氏
『
改
訂
増
補
浅
井
了
意
」
の
註
に
示
さ
れ
て
い
る
岡
本
隆
雄
氏
で
あ
る
。
岡
本
氏

は
、
以
下
に
示
す
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
会
の
会
報
と
い
う
い
こ
と
で
、
図
書
館
や
国
文
学
研
究
資
料
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い

な
い
た
め
に
、
容
易
に
参
観
で
き
な
い
。
幸
い
、
北
条
氏
が
う
ま
く
ま
と
め
、
し
か
も
そ
の
評
も
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
北
条
氏
の
註

を
引
用
し
よ
う
。

北
海
道
大
学
近
世
文
学
研
究
会
々
報
、
第
十
五
号
（
昭
和
四
十
四
年
七
月
）
第
十
七
号
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
）
に
、
岡
本
隆
雄
氏
が

「
『
難
波
物
語
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
明
暦
元
年
五
月
刊
の
『
難
波
物
語
』
は
、
島
原
の
遊
女
評
判
記
で
あ
る

が
、
編
著
者
名
、
刊
行
書
購
名
を
欠
き
、
明
暦
元
乙
未
中
夏
吉
辰
と
い
う
刊
年
月
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
岡
本
氏
は
、
こ
の
「
難
波
物

語
』
と
『
江
戸
名
所
記
」
吉
原
の
条
を
比
較
し
て
、
吉
原
の
条
は
そ
の
大
部
分
が
「
難
波
物
語
』
を
元
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
他
両
書
は
二
ケ
所
程
極
め
て
類
似
の
文
章
が
指
摘
出
来
、
更
に
両
書
の
末
尾
「
口
を
と
ぢ
て
三
ツ
四
ツ
う
な
づ
い
て
笑
ふ
」
と
い

う
文
章
も
同
一
で
あ
る
と
、
例
文
を
抜
き
出
し
比
較
さ
れ
て
い
る
。
其
他
評
判
の
仕
方
、
比
輸
の
方
法
、
等
を
詳
細
に
比
較
し
て
、
両

書
の
緊
密
な
類
似
を
指
摘
し
、
最
後
に
、
『
難
波
物
語
』
と
「
浮
世
物
語
』
を
つ
な
ぐ
描
写
を
示
し
て
い
る
。
岡
本
氏
は
右
に
よ
っ
て
、

『
難
波
物
語
』
が
了
意
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
提
示
を
試
み
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
論
考
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
岡
本
氏
の
考
察
さ
れ
た
内
容
か
ら
み
て
も
、
刊
本
の
筆
跡
か
ら
み
て
も
、
『
難
波
物
語
』
は
、
了
意
の
自
筆
版
下
の
一
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つ
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

四

『
難
波
物
語
』
の
意
義

こ
の
よ
う
に
、
も
し
「
難
波
物
語
」
が
了
意
の
自
筆
版
下
の
作
品
で
あ
る
と
す
る
と
、
了
意
自
筆
版
下
の
作
品
の
中
で
は
年
号
を
記
し
た

最
古
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『
難
波
物
語
』
の
刊
記
を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

明
暦
元
乙
未
中
夏
吉
辰

年
号
と
時
期
だ
け
を
記
し
た
簡
潔
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
刊
記
は
、
本
文
よ
り
固
い
字
体
で
書
い
て
あ
り
、
了
意
の
筆
跡
と
は
異
な
る
印
象

を
受
け
る
が
、
了
意
作
「
可
笑
記
評
判
」
の
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
年
）
の
奥
書
の
よ
う
な
虚
偽
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
「
難
波
物
語
』
が
明
暦
元
年
頃
の
了
意
の
筆
跡
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
比
較
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
材
料
と
な
る
の
が
、
や
は

り
明
暦
元
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
架
蔵
の
「
源
平
盛
衰
記
」
四
十
九
帖
で
あ
る
。
こ
の
内
容
と
奥
書
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浅
井
了
意
自
筆
資

料
を
め
ぐ
っ
て
」
に
記
し
た
の
で
詳
述
は
し
な
い
が
、
最
終
帖
の
第
四
十
八
巻
に
は
、

明
暦
元
年
乙
未
十
月
中
旬
第
二
日

と
了
意
の
も
の
ら
し
き
奥
書
が
あ
り
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
隠
れ
た
箇
所
に
は
、
明
暦
二
年
に
写
し
た
と
の
年
号
等
が
、
多
く
記
さ
れ
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て
い
る
。

こ
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
写
さ
れ
た
「
難
波
物
語
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
の
比
較
を
行
う
と
、
そ
の
筆
跡
は
、
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
お

そ
ら
く
は
今
後
、
明
暦
元
年
前
後
の
浅
井
了
意
の
筆
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、
刊
記
や
奥
書
の
な
い
了
意
筆
の
作
品
を
時
代
判
定
す
る
材
料

と
な
り
う
る
。
了
意
筆
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
奥
書
が
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
刊
本
と
し
て
も
、
了
意
の
自
筆
版

下
の
作
品
群
に
は
、
刊
記
の
な
い
作
品
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

一
方
、
筆
写
の
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
や
、
刊
行
年
の
明
ら
か
な
版
本
を

整
理
す
れ
ば
、
年
代
に
よ
る
筆
跡
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
、
同
じ
了
意
の
筆
跡
で
も
、
時
代
に
よ
る
差
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

了
意
の
最
晩
年
の
筆
跡
を
示
す
の
は
、
「
狗
張
子
』
の
了
意
の
序
と
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
の
自
筆
版
下
で
あ
る
。
『
狗
張
子
』
冒
頭
の
林
義

端
の
序
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
元
禄
三
年
（
一
八
九
O
年
）
ま
で
に
記
さ
れ
た
了
意
の
遺
稿
を
版
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年

は
、
明
暦
元
年
か
ら
三
十
五
年
の
差
が
あ
る
。
浅
井
了
意
の
筆
跡
は
、
全
体
的
に
変
化
は
少
な
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
三

十
五
年
の
差
が
あ
れ
ば
、
同
じ
人
間
で
も
筆
跡
に
差
が
出
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
筆
跡
に
よ
る
時
代
判
定
が
、
今
後
可
能
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

ど
の
よ
う
な
人
間
で
も
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
だ
い
た
い
、
年
代
の
若
い
時
に
は
大
ぶ
り
の
字
を
書
き
、
時
代
と
と
も
に
字
が
小
さ
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。
明
暦
元
年
の
『
難
波
物
語
』
『
源
平
盛
衰
記
』
の
筆
跡
は
、
了
意
の
筆
跡
の
中
で
は
、
大
き
く
ゆ
っ
た
り
し
た
字
で
執

筆
し
て
い
る
。
刊
行
年
代
不
明
の
『
三
綱
行
実
図
』
は
こ
れ
に
近
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
「
浅
井
了
意
筆
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
存
在
」
に

示
し
た
了
意
筆
の
絵
巻
群
は
、
や
は
り
こ
れ
ら
と
同
じ
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
絵
巻
群
に
つ
い
て
は
、
自
筆
版
下
の
作
品
群
と
違
つ

て
、
内
容
的
に
は
了
意
の
作
品
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
『
源
平
盛
衰
記
』
も
了
意
が
創
作
し
た
作
品
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、
調
書
書

写
の
仕
事
を
、
他
の
詞
書
書
写
者
と
同
じ
よ
う
に
分
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
了
意
筆
の
絵
巻
の
筆
跡
が
、
明
暦
元
年
前
後
の
了
意
の
初
期
の
筆
跡
と
共
通
す
る
点
が
多
い
と
い
う
事
実
は
、
了
意
が
、

仮
名
草
子
の
作
品
群
を
量
産
す
る
以
前
に
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の
筆
写
を
担
当
し
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
推
測
も
既
に
前
掲
拙
稿
に
記
し
た
が
、
お
そ
ら
く
は
、
了
意
は
、
万
治
二
年
（
一
五
五
九
年
）
刊
の
「
堪
忍
記
』
で
著
名
に
な
る
前

に
は
、
『
伊
勢
物
語
好
海
』
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
注
釈
書
類
を
記
す
と
と
も
に
、
絵
巻
等
の
書
写
を
担
当
し
て
収
入
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
時
代
の
作
品
の
書
写
や
注
釈
を
行
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
作
家
と
し
て
の
素
養
を
み
が
く
こ
と
と
な
っ
た
で
あ

ろ
う
。
今
日
、
最
大
の
仮
名
草
子
作
家
と
い
わ
れ
る
了
意
が
、
い
か
に
し
て
作
家
と
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
不
明
の
部
分
が
多
い
の
で

あ
る
が
、
一
つ
の
道
筋
と
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

『
義
経
地
獄
破
り
』の
筆
跡

版
本
「
難
波
物
語
」
の
版
下
筆
者
が
了
意
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
了
意
筆
の
写
本
や
絵
巻
と
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
実
は
、

奈
良
絵
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
も
の
以
外
に
も
、
了
意
の
筆
と
類
似
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
チ
ェ
ス
タ

l

ピ
l

テ
イ
に
伝
わ
る
『
義
経
地
獄
破
り
』
は
、
内
容
的
に
も
珍
し
く
、
興
味
深
い
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
在
外
奈
良
絵
本
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
に
、
翻
刻
と
と
も
に
全
文
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
私
は
、
以
前
か
ら
浅
井
了
意
の
筆
跡
に
似
て
い
る
こ
と
に
は
気
付
い
て
い
た
が
、
少
し
異
な
る
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
何
よ
り
、
写

真
が
小
さ
く
白
黒
で
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
判
断
を
保
留
し
て
き
た
。
た
ま
た
ま
昨
年
（
二

O
O
二
年
）
の
三
月
に
、
チ
ェ
ス

タ
l

ピ
l

テ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
赴
き
、
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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最
初
に
、
「
義
経
地
獄
破
り
」
の
書
誌
を
記
す
。

(233) 

番
号
、
C
B
J

一
O

一
七

所
蔵
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ

l

ピ
l

テ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

形
態
、
奈
良
絵
本
、
二
冊

時
代
、
［
江
戸
前
期
］
写

寸
法
、
縦
二
四
・
六
糎
、
横
一
二
一
了
五
糠

表
紙
、
黄
土
色
繍
表
紙

外
題
、
題
策
欠

内
題
、
な
し

見
返
、
金
色
紙

料
紙
、
下
絵
入
り
斐
紙

行
数
、
半
葉
二
一
行

字
高
、

一
九
・
二
糎

丁
数
、
上
・
二
三
丁
、
下
・
一
八
丁

挿
絵
、
上
・
九
頁
、
下
・
九
頁
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い
わ
ゆ
る
横
型
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
が
、
そ
の
大
き
さ
は
特
大
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
さ
の
横
型
奈
良
絵
本
は
珍
し
く
、
奈
良
絵
本

の
中
で
も
最
も
豪
華
な
部
類
に
属
す
る
。
チ
ェ
ス
タ
l
ピ
l

テ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
、
同
じ
装
丁
の
「
住
吉
物
語
』
三
冊
（
C
B
J

一
O

二
一
）
が
存
す
る
が
、
筆
跡
等
の
細
か
な
点
ま
で
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

さ
て
、
『
義
経
地
獄
破
り
』
の
詞
書
の
筆
跡
は
、
横
に
大
き
な
本
に
記
し
た
せ
い
か
、
字
と
し
て
変
形
し
、
し
か
も
ぼ
て
っ
と
し
た
印
象

を
受
け
る
。

一
字
一
字
の
平
仮
名
を
見
る
と
、
「
を
」
や
「
の
」
の
よ
う
に
浅
井
了
意
の
平
仮
名
と
よ
く
似
た
文
字
が
存
在
し
て
い
る
。
し

か
し
、
漢
字
の
特
徴
は
、
「
門
」
の
字
の
左
上
の
横
棒
は
若
干
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
了
意
に
し
て
は
「
人
」
の
字
の
左
下
へ
の
延
ば
し

方
が
足
り
な
い
。
ま
た
、
「
也
」
も
少
し
異
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
平
仮
名
に
も
、
「
あ
」
や
「
や
」
等
に
、
了
意
に
は
見
ら
れ
な
い
筆
跡

が
存
在
し
て
い
る
。

全
体
の
漢
字
の
数
が
少
な
い
た
め
に
、
用
例
が
足
り
な
い
面
が
あ
る
の
だ
が
、
漢
字
に
つ
い
て
は
、
了
意
筆
と
簡
単
に
は
断
定
し
に
く
い

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
部
分
的
に
は
了
意
の
雰
囲
気
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
現
段
階
で
は
本
書
の
上
質
の
写
真
が
手
に
入
ら
ず
、
採

字
し
て
一
覧
表
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
よ
く
似
た
字
と
し
て
考
慮
す
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も
し
了
意
筆
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
横
に
大
き
い
本
で
あ
る
た
め
に
、
字
が
ふ
だ
ん
通
り
書
け
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
よ
り
も
、
わ
ざ
と
少
し
変
え
て
紙
に
合
わ
せ
て

書
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

筆
跡
が
確
実
に
了
意
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
先
は
簡
単
に
記
す
が
、
了
意
の
筆
跡
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
発

生
す
る
。
本
書
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
孤
本
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
が
了
意
の
筆
跡
で
あ
る
と
す
る
と
、
自
筆
版
下
の
よ
う
に
、
了
意
が
創

作
し
た
も
の
を
自
ら
清
書
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
『
義
経
地
獄
破
り
」
は
、
御
伽
草
子
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

内
容
か
ら
み
て
も
、
や
や
新
し
い
印
象
を
受
け
る
。
成
立
は
、
浅
井
了
意
の
活
躍
期
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
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こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

『
義
経
地
獄
破
り
」
に
つ
い
て
は
、
上
質
の
写
真
を
利
用
し
た
精
査
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
経
な
け
れ
ば
断
定
は
で
き
な
い
し
、
別
人

の
筆
の
可
能
性
も
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
義
経
地
獄
破
り
』
を
含
め
て
、
浅
井
了
意
の
筆
跡
と
よ
く
似
た
筆
跡
を
有
し
て
い
る
奈
良

絵
本
が
他
に
も
あ
る
。

例
え
ば
、
慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
「
若
菜
の
草
紙
』
は
、
個
人
蔵
奈
良
絵
本
『
っ
き
わ
か
物
語
』
と
つ
れ
の
作
品
で
、
内
容
は
御

伽
草
子
の
『
七
草
ひ
め
』
な
の
で
あ
る
が
、
「
御
ゑ
さ
う
し
、
天
下
一
、
小
泉
や
ま
と
」
の
印
記
が
押
さ
れ
て
い
る
特
大
横
型
の
奈
良
絵
本

で
あ
る
。
奈
良
絵
本
と
し
て
の
形
は
、
「
義
経
地
獄
破
り
』
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
『
七
草
ひ
め
』
の
筆
跡
が
、
や
は
り
浅
井
了
意
の
も

の
に
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
門
」
の
字
の
帽
子
が
な
い
こ
と
や
、
平
仮
名
に
違
う
字
が
多
い
こ
と
等
か
ら
、
別
筆
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
時
代
や
製
作
環
境
が
近
い
か
ら
、
浅
井
了
意
の
筆
跡
と
も
よ
く
似
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
国
会
図
書
館
蔵
奈
良
絵
本
「
大
職
冠
』
は
、
特
大
縦
型
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
職
冠
』
も
『
七
草
ひ
め
』
の
筆
跡
に

近
い
。
こ
の
二
つ
は
同
筆
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
『
義
経
地
獄
破
り
」
の
筆
跡
に
も
、
浅
井
了
意
の
筆
跡
に
も
、
似
た
面

が
あ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
『
義
経
地
獄
破
り
』
は
、
こ
の
『
七
草
ひ
め
』
『
大
職
冠
』
と
同
筆
で
あ
り
、
浅
井
了
意
の
筆
で
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
ま
ぎ
ら
わ
し
い
筆
跡
が
存
在
す
る
の
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。

奈
良
絵
本
・
絵
巻
に
お
い
て
、
私
が
了
意
筆
と
判
断
す
る
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
前
掲
拙
稿
に
記
し
た
作
品
群
だ
け
な
の
で
あ
る
が
、

と
う
ぜ
ん
、
今
後
同
じ
筆
跡
の
も
の
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
『
義
経
地
獄
破
り
』
の
よ
う
な
了
意
筆
と
類
似
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
、

(231) -12-



同
筆
か
別
筆
か
の
判
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
の
第
一
歩
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
し
ば
ら
く
は
よ
り
厳
密
に
鑑
定
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
内
容
は
、
二
O
O

二
年
度
審
文
学
会
研
究
発
表
会
（
二
O
O

二
年
六
月
二
一
日
、
於
慶
慮
義
塾
大
学
）
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の

で
あ
る
。

最
後
に
、
「
難
波
物
語
』
と
『
源
平
盛
衰
記
』
の
複
写
を
四
枚
ず
つ
列
挙
す
る
。
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